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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機と、前記多画面テレビジ
ョン受像機を制御するリモートコントローラとからなる多画面テレビジョン受像機リモー
トコントロールシステムにおいて、
　前記リモートコントローラは、
　　前記複数のテレビジョン受像機からのテレビジョンコマンドに基づいて、そのそれぞ
れの動作状態を判定する判定手段と、
　　前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能
ボタンとを備え、ユーザの操作を受け付ける操作手段と、
　　　いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作
状態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、
　　　いずれかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアク
ティブ状態にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコン
トロールコマンドを生成し、
　　　いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタ
ンに基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマ
ンド生成手段と、
　　前記リモートコントロールコマンド生成手段により生成されたリモートコントロール
コマンドを送信する第１の送信手段とを含み、
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　前記多画面テレビジョン受像機は、
　　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識手段
と、
　　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果を前記
テレビジョンコマンドとしてリモートコントローラに送信する第２の送信手段と、
　　前記リモートコントローラにより生成され、送信されてくるリモートコントロールコ
マンドを受信する受信手段と、
　　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記受信手段により受信された
リモートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行手段と
　を含む多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステム。
【請求項２】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機を制御するリモートコン
トローラにおいて、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定手段と、
　前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボ
タンとを備え、ユーザの操作を受け付ける操作手段と、
　　いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状
態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、
　　いずれかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクテ
ィブ状態にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコント
ロールコマンドを生成し、
　　いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタン
に基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマン
ド生成手段と、
　前記リモートコントロールコマンド生成手段により生成されたリモートコントロールコ
マンドを送信する送信手段と
　を含むリモートコントローラ。
【請求項３】
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を記憶する状態記憶手段をさらに
含む
　請求項２に記載のリモートコントローラ。
【請求項４】
　前記複数のテレビジョン受像機より送信されてくる、テレビジョンコマンドを受信する
受信手段をさらに含み、
　前記状態記憶手段は、前記受信手段により受信されたテレビジョンコマンドに基づいて
、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を記憶する
　請求項３に記載のリモートコントローラ。
【請求項５】
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態に基づいて、発光する発光手段を
さらに含む
　請求項２に記載のリモートコントローラ。
【請求項６】
　前記リモートコントロールコマンド生成手段は、少なくとも前記判定手段の判定結果、
および、操作手段の操作内容に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機のいずれかをア
クティブ状態にして音声出力させるコマンド、前記複数のテレビジョン受像機のうち、前
記アクティブ状態のテレビジョン受像機の画像を拡大して、複数のテレビジョン受像機で
拡大表示させるコマンド、前記複数のテレビジョン受像機のうち、前記アクティブ状態の
テレビジョン受像機の画像を所定の時間遅延させて、順次複数のテレビジョン受像機でス
トロボ表示させるコマンド、または、メニュ画面を表示させ、設定操作を実行させるコマ
ンドをリモートコントロールコマンドとして生成する
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　請求項２に記載のリモートコントローラ。
【請求項７】
　前記操作手段は、感圧センサにより構成され、
　前記コマンド生成手段は、前記判定手段の判定結果、および、操作手段を構成する感圧
センサの検出結果に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機へのコマンドを生成する
　請求項２に記載のリモートコントローラ。
【請求項８】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機を制御するリモートコン
トローラの動作方法において、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定ステップと、
　前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボ
タンとを備えた操作手段により、ユーザの操作を受け付ける操作ステップと、
　　いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状
態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、
　　いずれかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクテ
ィブ状態にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコント
ロールコマンドを生成し、
　　いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタン
に基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマン
ド生成ステップと、
　前記リモートコントロールコマンド生成ステップの処理により生成されたリモートコン
トロールコマンドを送信する送信ステップと
　を含むリモートコントローラの動作方法。
【請求項９】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機を制御するリモートコン
トローラを制御するプログラムが記録された記録媒体であって、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定ステップと、
　前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボ
タンとを備えた操作手段により、ユーザの操作を受け付ける操作ステップと、
　　いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状
態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、
　　いずれかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクテ
ィブ状態にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコント
ロールコマンドを生成し、
　　いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタン
に基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマン
ド生成ステップと、
　前記リモートコントロールコマンド生成ステップの処理により生成されたリモートコン
トロールコマンドを送信する送信ステップと
　を含むコンピュータが読み取り可能なプログラムが記録されている記録媒体。
【請求項１０】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機を制御するリモートコン
トローラを制御するコンピュータに、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定ステップと、
　前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボ
タンとを備えた操作手段により、ユーザの操作を受け付ける操作ステップと、
　　いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状
態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、
　　いずれかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクテ
ィブ状態にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコント
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ロールコマンドを生成し、
　　いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタン
に基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマン
ド生成ステップと、
　前記リモートコントロールコマンド生成ステップの処理により生成されたリモートコン
トロールコマンドを送信する送信ステップと
　を含む処理を実行させるプログラム。
【請求項１１】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機において、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識手段と
、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果をテレビ
ジョンコマンドとして、リモートコントローラに送信する送信手段と、
　前記リモートコントローラにより前記テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモ
ートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行手段と
　を含む多画面テレビジョン受像機。
【請求項１２】
　前記リモートコントローラより送信されてくるリモートコントロールコマンドを受信す
る受信手段をさらに含む
　請求項１１に記載の多画面テレビジョン受像機。
【請求項１３】
　前記実行手段は、少なくとも前記認識手段の認識結果、および、リモートコントロール
コマンドに基づいて、自らをアクティブ状態にして音声出力させる、前記アクティブ状態
に指定されているテレビジョン受像機の画像を拡大して、複数のテレビジョン受像機で拡
大表示させる、前記アクティブ状態のテレビジョン受像機の画像を所定の時間遅延させて
、順次複数のテレビジョン受像機でストロボ表示させる、または、メニュ画面を表示させ
、設定操作を実行させる
　請求項１１に記載の多画面テレビジョン受像機。
【請求項１４】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機の動作方法において、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識ステッ
プと、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果をテレビ
ジョンコマンドとして、リモートコントローラに送信する送信ステップと、
　前記リモートコントローラにより前記テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモ
ートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行ステップと
　を含む多画面テレビジョン受像機の動作方法。
【請求項１５】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機を制御するプログラムが
記録された記録媒体であって、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識ステッ
プと、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果をテレビ
ジョンコマンドとして、リモートコントローラに送信する送信ステップと、
　前記リモートコントローラにより前記テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモ
ートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行ステップと
　を含むコンピュータが読み取り可能なプログラムが記録されている記録媒体。
【請求項１６】
　複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機を制御するコンピュータ
に、
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　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識ステッ
プと、
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段のをテレビジョンコ
マンドとして、リモートコントローラに送信する送信ステップと、
　前記リモートコントローラにより前記テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモ
ートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行ステップと
　を含む処理を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステム、リモートコント
ローラおよび動作方法、多画面テレビジョン受像機および動作方法、記録媒体、並びにプ
ログラムに関し、特に、複数のテレビジョン受像機よりなる多画面テレビジョン受像機を
、リモートコントローラで容易に操作できるようにしたリモートコントロールシステム、
リモートコントローラおよび動作方法、多画面テレビジョン受像機および動作方法、記録
媒体、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数のテレビジョン受像機より構成される多画面テレビジョン受像機が普及しつつある
。例えば、複数のテレビジョン受像機を用いたマルチ画面機能を備えたテレビジョン受像
機が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】実開平５－６３１６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のような多画面テレビジョン受像機においては、複数のテレビジョ
ン受像機について、いずれかを選択することができても、複数のテレビジョン受像機を用
いて同一の画像を拡大して表示するような場合、表示位置を変更させたり、チャンネルを
変更させるようなとき、新たに別の機能を持たせたボタンを設ける必要があった。このた
め、多画面テレビの表示機能を多機能にすると、機能の数だけボタンが増えることになり
、結果として、ユーザにとってリモートコントローラ上での操作を煩雑なものとしてしま
うことがあった。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、特に、複数のテレビジョン受
像機からなる多画面テレビジョン受像機を多機能にしたときにも、操作ボタンを単純に増
やすことなくリモートコントローラで容易に操作できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の側面の多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステムは、複
数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョン受像機と、前記多画面テレビジョン
受像機を制御するリモートコントローラとからなる多画面テレビジョン受像機リモートコ
ントロールシステムであって、前記リモートコントローラが、前記複数のテレビジョン受
像機からのテレビジョンコマンドに基づいて、そのそれぞれの動作状態を判定する判定手
段と、前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機
能ボタンとを備え、ユーザの操作を受け付ける操作手段と、いずれかの前記選択ボタンの
みが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状態と押下された選択ボタンとに基
づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、いずれかの前記機能ボタンのみが押下
された場合、どのテレビジョン受像機がアクティブ状態にあるかという情報と押下された
機能ボタンとに基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成し、いずれかの選択
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ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタンに基づいて、前記リ
モートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマンド生成手段と、前記
リモートコントロールコマンド生成手段により生成されたリモートコントロールコマンド
を送信する第１の送信手段とを含み、前記多画面テレビジョン受像機が、前記複数のテレ
ビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識手段と、前記複数のテレ
ビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果を前記テレビジョンコマン
ドとしてリモートコントローラに送信する第２の送信手段と、前記リモートコントローラ
により生成され、送信されてくるリモートコントロールコマンドを受信する受信手段と、
前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、前記受信手段により受信されたリモ
ートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行手段とを含む。
【０００７】
　本発明の第２の側面のリモートコントローラは、複数のテレビジョン受像機からなる多
画面テレビジョン受像機を制御するリモートコントローラであって、前記複数のテレビジ
ョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定手段と、前記複数のテレビジョン受像機
にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボタンとを備え、ユーザの操作を受
け付ける操作手段と、いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョ
ン受像機の動作状態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマン
ドを生成し、いずれかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機
がアクティブ状態にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモー
トコントロールコマンドを生成し、いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同
時に押下された場合、両ボタンに基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成す
るリモートコントロールコマンド生成手段と、前記リモートコントロールコマンド生成手
段により生成されたリモートコントロールコマンドを送信する送信手段とを含む。
【０００８】
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を記憶する状態記憶手段をさらに
含ませるようにすることができる。
【０００９】
　前記複数のテレビジョン受像機より送信されてくる、テレビジョンコマンドを受信する
受信手段をさらに含ませるようにすることができ、前記状態記憶手段には、前記受信手段
により受信されたテレビジョンコマンドに基づいて、前記複数のテレビジョン受像機のそ
れぞれの動作状態を記憶させるようにすることができる。
【００１０】
　前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態に基づいて、発光する発光手段を
さらに含ませるようにすることができる。
【００１１】
　前記リモートコントロールコマンド生成手段には、少なくとも前記判定手段の判定結果
、および、操作手段の操作内容に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機のいずれかを
アクティブ状態にして音声出力させるコマンド、前記複数のテレビジョン受像機のうち、
前記アクティブ状態のテレビジョン受像機の画像を拡大して、複数のテレビジョン受像機
で拡大表示させるコマンド、前記複数のテレビジョン受像機のうち、前記アクティブ状態
のテレビジョン受像機の画像を所定の時間遅延させて、順次複数のテレビジョン受像機で
ストロボ表示させるコマンド、または、メニュ画面を表示させ、設定操作を実行させるコ
マンドをリモートコントロールコマンドとして生成させるようにすることができる。
【００１２】
　前記操作手段は、感圧センサにより構成されるようにすることができ、前記コマンド生
成手段には、前記判定手段の判定結果、および、操作手段を構成する感圧センサの検出結
果に基づいて、前記複数のテレビジョン受像機へのコマンドを生成させるようにすること
ができる。
【００１３】
　本発明の第２の側面のリモートコントローラの動作方法は、複数のテレビジョン受像機
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からなる多画面テレビジョン受像機を制御するリモートコントローラの動作方法であって
、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定ステップと、前記
複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボタンと
を備えた操作手段により、ユーザの操作を受け付ける操作ステップと、いずれかの前記選
択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状態と押下された選択ボ
タンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、いずれかの前記機能ボタン
のみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクティブ状態にあるかという情報と
押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成し、いず
れかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタンに基づい
て、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマンド生成ス
テップと、前記リモートコントロールコマンド生成ステップの処理により生成されたリモ
ートコントロールコマンドを送信する送信ステップとを含む。
【００１４】
　本発明の第２の側面の記録媒体のプログラムは、複数のテレビジョン受像機からなる多
画面テレビジョン受像機を制御するリモートコントローラを制御するプログラムが記録さ
れた記録媒体であって、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する
判定ステップと、前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと
、複数の機能ボタンとを備えた操作手段により、ユーザの操作を受け付ける操作ステップ
と、いずれかの前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状
態と押下された選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドを生成し、いず
れかの前記機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクティブ状態
にあるかという情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコントロールコ
マンドを生成し、いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場
合、両ボタンに基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成するリモートコント
ロールコマンド生成ステップと、前記リモートコントロールコマンド生成ステップの処理
により生成されたリモートコントロールコマンドを送信する送信ステップとを含むコンピ
ュータが読み取り可能なプログラムが記録されている。
【００１５】
　本発明の第２の側面のプログラムは、複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビ
ジョン受像機を制御するリモートコントローラを制御するコンピュータに、前記複数のテ
レビジョン受像機のそれぞれの動作状態を判定する判定ステップと、前記複数のテレビジ
ョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能ボタンとを備えた操作手
段により、ユーザの操作を受け付ける操作ステップと、いずれかの前記選択ボタンのみが
押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状態と押下された選択ボタンとに基づい
て、リモートコントロールコマンドを生成し、いずれかの前記機能ボタンのみが押下され
た場合、どのテレビジョン受像機がアクティブ状態にあるかという情報と押下された機能
ボタンとに基づいて、前記リモートコントロールコマンドを生成し、いずれかの選択ボタ
ンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタンに基づいて、前記リモー
トコントロールコマンドを生成するリモートコントロールコマンド生成ステップと、前記
リモートコントロールコマンド生成ステップの処理により生成されたリモートコントロー
ルコマンドを送信する送信ステップとを含む処理を実行させる。
【００１６】
　本発明の第３の側面の多画面テレビジョン受像機は、複数のテレビジョン受像機からな
る多画面テレビジョン受像機であって、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについ
て、自己の状態を認識する認識手段と、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについ
て、前記認識手段の認識結果をテレビジョンコマンドとして、リモートコントローラに送
信する送信手段と、前記リモートコントローラにより前記テレビジョンコマンドに基づい
て生成されるリモートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行する実行手段
とを含む。
【００１７】
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　リモートコントローラより送信されてくるリモートコントロールコマンドを受信する受
信手段をさらに含ませるようにすることができる。
【００１９】
　前記実行手段には、少なくとも前記認識手段の認識結果、および、リモートコントロー
ルコマンドに基づいて、自らをアクティブ状態にして音声出力させる、前記アクティブ状
態に指定されているテレビジョン受像機の画像を拡大して、複数のテレビジョン受像機で
拡大表示させる、前記アクティブ状態のテレビジョン受像機の画像を所定の時間遅延させ
て、順次複数のテレビジョン受像機でストロボ表示させる、または、メニュ画面を表示さ
せ、設定操作を実行させるようにすることができる。
【００２０】
　本発明の第３の側面の多画面テレビジョン受像機の動作方法は、複数のテレビジョン受
像機からなる多画面テレビジョン受像機の動作方法であって、前記複数のテレビジョン受
像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識ステップと、前記複数のテレビジョ
ン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果をテレビジョンコマンドとして、
リモートコントローラに送信する送信ステップと、前記リモートコントローラにより前記
テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモートコントロールコマンドに基づいて、
所定の処理を実行する実行ステップとを含む。
【００２１】
　本発明の第３の記録媒体のプログラムは、複数のテレビジョン受像機からなる多画面テ
レビジョン受像機を制御するプログラムが記録された記録媒体であって、前記複数のテレ
ビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態を認識する認識ステップと、前記複数の
テレビジョン受像機のそれぞれについて、前記認識手段の認識結果をテレビジョンコマン
ドとして、リモートコントローラに送信する送信ステップと、前記リモートコントローラ
により前記テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモートコントロールコマンドに
基づいて、所定の処理を実行する実行ステップとを含むコンピュータが読み取り可能なプ
ログラムが記録されている。
【００２２】
　本発明の第３の側面のプログラムは、複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビ
ジョン受像機を制御するコンピュータに、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれにつ
いて、自己の状態を認識する認識ステップと、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれ
について、前記認識手段の認識結果をテレビジョンコマンドとして、リモートコントロー
ラに送信する送信ステップと、前記リモートコントローラにより前記テレビジョンコマン
ドに基づいて生成されるリモートコントロールコマンドに基づいて、所定の処理を実行す
る実行ステップとを含む処理を実行させる。
【００２３】
　本発明の第１の側面においては、前記リモートコントローラにより、前記複数のテレビ
ジョン受像機からのテレビジョンコマンドに基づいて、そのそれぞれの動作状態が判定さ
れ、前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の選択ボタンと、複数の機能
ボタンとが設けられ、ユーザの操作が受け付けられ、いずれかの前記選択ボタンのみが押
下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状態と押下された選択ボタンとに基づいて
、リモートコントロールコマンドが生成され、いずれかの前記機能ボタンのみが押下され
た場合、どのテレビジョン受像機がアクティブ状態にあるかという情報と押下された機能
ボタンとに基づいて、前記リモートコントロールコマンドが生成され、いずれかの選択ボ
タンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボタンに基づいて、前記リモ
ートコントロールコマンドが生成され、生成されたリモートコントロールコマンドが送信
され、前記多画面テレビジョン受像機が、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれにつ
いて、自己の状態が認識され、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、認識
結果が前記テレビジョンコマンドとしてリモートコントローラに送信され、前記リモート
コントローラにより生成され、送信されてくるリモートコントロールコマンドが受信され
、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、受信されたリモートコントロール
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コマンドに基づいて、所定の処理が実行される。
【００２４】
　本発明の第２の側面においては、複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョ
ン受像機を制御するリモートコントローラであって、前記複数のテレビジョン受像機のそ
れぞれの動作状態が判定され、前記複数のテレビジョン受像機にそれぞれ対応する複数の
選択ボタンと、複数の機能ボタンとが設けられ、ユーザの操作が受け付けられ、いずれか
の前記選択ボタンのみが押下された場合、前記テレビジョン受像機の動作状態と押下され
た選択ボタンとに基づいて、リモートコントロールコマンドが生成され、いずれかの前記
機能ボタンのみが押下された場合、どのテレビジョン受像機がアクティブ状態にあるかと
いう情報と押下された機能ボタンとに基づいて、前記リモートコントロールコマンドが生
成され、いずれかの選択ボタンといずれかの機能ボタンとが同時に押下された場合、両ボ
タンに基づいて、前記リモートコントロールコマンドが生成され、生成されたリモートコ
ントロールコマンドが送信される。
【００２５】
　本発明の第３の側面においては、複数のテレビジョン受像機からなる多画面テレビジョ
ン受像機であって、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、自己の状態が認
識され、前記複数のテレビジョン受像機のそれぞれについて、認識結果がテレビジョンコ
マンドとして、リモートコントローラに送信され、前記リモートコントローラにより前記
テレビジョンコマンドに基づいて生成されるリモートコントロールコマンドに基づいて、
所定の処理が実行される。
【００２６】
　多画面テレビジョン受像機およびリモートコントローラは、独立した装置であっても良
いし、多画面テレビジョン受像機およびリモートコントローラよりなる多画面テレビジョ
ンリモートコントロールシステムにおける処理を行うブロックであっても良い。
【発明の効果】
【００２７】
　以上のように、本発明の第１乃至第３の側面によれば、多画面テレビジョン受像機のリ
モートコントローラによる操作を容易なものとすることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　図１は、本発明を適用した多画面テレビジョン受像機１とリモートコントローラ２から
なる多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステムの一実施の形態の構成を示
す図である。
【００４３】
　多画面テレビジョン受像機１とは、複数のテレビジョン受像機１１－１乃至１１－９か
ら構成されるテレビジョン受像機であり、リモートコントローラ２からのコマンドに基づ
いて、複数のテレビジョン受像機１１－１乃至１１－９によりそれぞれ異なる番組を表示
する、複数のテレビジョン受像機１１－１乃至１１－９で１つの拡大画面として番組を表
示する、または複数のテレビジョン受像機１１－１乃至１１－９により、同一の番組を所
定のタイミングで遅延しながらストロボ表示することができる。尚、テレビジョン受像機
１１－１乃至１１－９について、それぞれ区別する必要がない場合、単にテレビジョン受
像機１１と称するものとし、その他の構成についても同様に称するものとする。また、図
１においては、多画面テレビジョン受像機１は、水平方向に３個、垂直方向に３個の合計
９個のテレビジョン受像機１１から構成される例について説明するものとするが、テレビ
ジョン受像機１１の個数はそれ以外の個数であっても良い。また、複数のテレビジョン受
像機１１の配置方法についても、３個×３個以外の配置方法であっても良い。
【００４４】
　テレビジョン受像機１１は、個別にチューナを備えており、一般に使用される単独のテ
レビジョン受像機として機能することもできる。
【００４５】
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　多画面テレビジョン受像機１は、リモートコントローラ２より発せられるコマンドが光
信号に変換された光を受光する受光部１２を備えている。また、多画面テレビジョン受像
機１は、リモートコントローラ２に対して、各テレビジョン受像機１１により生成される
、自らの状態に対応したコマンドを所定の光信号として発光する。
【００４６】
　リモートコントローラ２は、テレビジョン受像機１１の位置に対応して、感圧センサか
らなる９個の選択ボタン２１－１乃至２１－９が設けられている。さらに、リモートコン
トローラ２には、上述した拡大表示やストロボ表示といった多画面テレビジョン受像機１
に対する機能を切り換えるための５個の機能ボタン２２－１乃至２２－５が設けられてお
り、さらに、機能のうち、特に基本状態を選択するホームボタン２３が設けられている。
機能としては、基本状態、拡大表示状態、ストロボ表示状態、およびメニュ表示状態があ
り、ここでは、機能ボタン２２－１が押下されることにより拡大表示状態の機能に切り替
わり、機能ボタン２２－２が押下されるによりストロボ表示状態の機能に切り替わり、機
能ボタン２２－３が押下されることによりメニュ表示状態の機能に切り替わり、ホームボ
タン２３が押下されることにより基本状態の機能に切り替わるものとして説明していくが
、その他の機能ボタン２２により動作するようにしても良いし、その他の機能を、今現在
機能が設定されていない機能ボタン２２－４，２２－５に割り付けるようにしても良い。
【００４７】
　ここで、基本状態とは、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９が、いずれも異なる
チャンネルを表示しており、選択ボタン２１によりアクティブ状態にされたテレビジョン
受像機１１に設定されたチャンネルの音声だけが出力される状態である。
【００４８】
　拡大表示状態とは、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９のいずれかアクティブ状
態に設定された画像を、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９の全体で１枚のディス
プレイとして表示する状態である。
【００４９】
　ストロボ表示状態とは、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９が、テレビジョン受
像機１１－１乃至１１－９のいずれかアクティブ状態に設定された画像を、所定の遅延時
間だけ遅延させながら、順次表示する状態である。
【００５０】
　メニュ表示状態とは、例えば、各テレビジョン受像機１１が表示するチャンネルを設定
したり、音質、画質などを設定するためのメニュ画面が表示される状態である。
【００５１】
　さらに、リモートコントローラ２には、後述するように多画面テレビジョン受像機１に
対してコマンドを光信号にして発するための発光部６６（図４）、および、多画面テレビ
ジョン受像機１より送信されてくるコマンドを受光する受光部６７（図４）が備えられて
いる。
【００５２】
　次に、図２を参照して、多画面テレビジョン受像機１のハードウェアの一実施の形態の
構成について説明する。
【００５３】
　多画面テレビジョン受像機１の受信処理部３１は、受光部１２より受光したリモートコ
ントローラ２により発光された光信号を電気信号に変換し、コマンドとして各テレビジョ
ン受像機１１に供給する。従って、リモートコントローラ２からのコマンドは、全てのテ
レビジョン受像機１１－１乃至１１－９に供給される。
【００５４】
　送信処理部３２は、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９のそれぞれから供給され
てくるコマンドを発光信号に変換し、発光部１３を発光させる。
【００５５】
　次に、図３を参照して、テレビジョン受像機１１のハードウェアの一実施の形態の構成
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について説明する。
【００５６】
　制御部４１は、いわゆる、マイクロコンピュータなどから構成され、テレビジョン受像
機１１の動作の全体を制御しており、受信処理部３１より供給されてくるコマンドに基づ
いて、チューナ４２、画像処理部４３、および音声処理部４６を制御する。チューナ４２
は、制御部４１により制御され、図示せぬアンテナより受信される放送局からの放送信号
を所定の方式で復調し、画像信号を画像処理部４３に、音声信号を音声処理部４６にそれ
ぞれ供給する。
【００５７】
　画像処理部４３は、制御部４１により制御され、必要に応じてメモリ４４を適宜使用し
ながら、チューナ４２より供給されてくる画像信号をディスプレイ４５で表示可能な信号
に変換して、表示させる。音声処理部４６は、制御部４１により制御され、チューナ４２
より供給されてくる音声信号を、例えば、DA変換（デジタルアナログ変換）してスピーカ
４７より音声として出力させる。
【００５８】
　次に、図４を参照して、リモートコントローラ２のハードウェアの一実施の形態の構成
について説明する。
【００５９】
　制御部６１は、いわゆるマイクロコンピュータから構成されており、リモートコントロ
ーラ２の動作の全体を制御する。制御部６１は、受信処理部６８より供給されてくるテレ
ビジョン受像機１１より送信されてくる信号と、感圧センサより構成されている操作部６
２より供給されてくる操作内容に応じた操作信号によりAD(Analog/Digital)変換部６３を
介して供給される信号とに基づいて、対応するテレビジョン受像機１１への指令をコマン
ド生成部６４に供給する。
【００６０】
　コマンド生成部６４は、制御部６１より供給される指令に基づいて、多画面テレビジョ
ン受像機１のテレビジョン受像機１１により認識可能なコマンドを生成し、送信処理部６
５に供給する。送信処理部６５は、コマンド生成部６４より供給されてくるコマンドを発
光信号に変換し、発光部１３を発光させる。
【００６１】
　受信処理部６８は、多画面テレビジョン受像機１の発光部１３により発光された光信号
が受光部６７により受光された場合、受光部６７により光信号から変換された電気信号に
基づいて、コマンドを復元し、制御部６１に供給する。LED（Light Emission Diode）６
９は、各選択ボタン２１に内蔵されており、制御部６１により制御され、テレビジョン受
像機１１の動作状態に基づいて、所定のパターンで選択ボタン２１を発光させる。
【００６２】
　次に、図５を参照して、図３のテレビジョン受像機１１により実現される機能の一実施
の形態の構成について説明する。
【００６３】
　受信コマンド認識部８１は、リモートコントローラ２より送信されてきたコマンドを認
識し、チューナ制御部８２、画像変換部８５、音声生成部８７、座標認識部８９、および
状態認識部９２を制御する。
【００６４】
　チューナ制御部８２は、制御部８１より供給されるチャンネル選択信号に基づいて、チ
ューナ８３を制御し、所定のチャンネルに制御して、図示せぬアンテナより放送信号を受
信させ、放送信号を画像生成部８４および音声生成部８７に供給する。画像生成部８４は
、チューナ８３より供給された放送信号よりディスプレイで表示可能な画像信号を生成し
て画像変換部８５に供給する。画像変換部８５は、画像生成部８４より供給された画像信
号を、ディスプレイ４５にそのまま表示するのみならず、受信コマンド認識部８１より供
給されてくる指令に基づいて、例えば、ディスプレイ４５に所定の倍率で拡大して拡大表
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示したり、または、出力タイミング制御部８６からのタイミング信号に基づいて、所定時
間だけ遅延させてストロボ表示させる。
【００６５】
　音声生成部８７は、チューナ８３より供給される放送信号より音声信号を生成して、音
声出力制御部８８に供給する。音声出力制御部８８は、音声信号を所定の倍率で増幅する
などして、スピーカ４７より音声として出力させる。
【００６６】
　座標認識部８９は、受信コマンド認識部８１より供給されてくるコマンドの情報に基づ
いて、カーソルの座標位置を認識し、認識した座標情報をメニュ画面生成部９０に供給す
る。メニュ画面生成部９０は、座標認識部８９より供給されてくる座標情報に基づいて、
メニュ画面メモリ９１に記憶されているメニュ画面の情報を読み出して、ディスプレイ４
５に表示させる。
【００６７】
　状態認識部９２は、受信コマンド認識部８１が各構成に対して供給した指令内容に応じ
てテレビジョン受像機１１の状態を認識し、認識結果を送信コマンド生成部９３に供給す
る。送信コマンド生成部９３は、リモートコントローラ２に対して供給するテレビジョン
受像機１１の動作状態を示すコマンドを生成する。
【００６８】
　次に、図６を参照して、図４のリモートコントローラ２により実現される機能の一実施
の形態の構成について説明する。
【００６９】
　入力制御部１０１は、感圧センサからなる操作部６２の検知結果に基づいたAD変換部６
３からの信号により、リモートコントローラ２のユーザにより入力された操作内容を認識
し、判定部１０２に供給する。判定部１０２は、記憶部１０６に記憶されている多画面テ
レビジョン受像機１の各テレビジョン受像機１１の動作状態の情報に基づいて、操作内容
を判定し、判定結果を生成部１０３に供給する。生成部１０３は、判定部１０２より供給
された操作内容である判定結果に基づいて、多画面テレビジョン受像機１の各テレビジョ
ン受像機１１に対するコマンドを生成し、送信制御部１０４に供給する。送信制御部１０
４は、生成部１０３により生成されたコマンドに基づいて、発光部６６を制御してコマン
ドを光信号によりテレビジョン受像機１１に対して送信させる。
【００７０】
　受信制御部１０５は、多画面テレビジョン受像機１の発光部１３より送信されてくるコ
マンドの光信号を受光し、受光結果に対応するコマンドによりテレビジョン受像機１１の
動作状態を認識して、認識した動作状態を記憶部１０６に記憶させる。動作状態とは、上
述した基本状態、拡大表示状態、ストロボ表示状態、およびメニュ表示状態のいずれかで
ある。点灯制御部１０７は、記憶部１０６に記憶されている各テレビジョン受像機１１の
動作状態の情報に基づいて、LED６９を発光させる。
【００７１】
　次に、図７のフローチャートを参照して、リモートコントローラ制御処理について説明
する。
【００７２】
　ステップＳ１において、判定部１０２は、入力制御部１０１より供給される、感圧セン
サからなる操作部６２からの信号がAD変換部６３によりAD変換された信号に基づいて、ユ
ーザの操作状態を認識する。すなわち、入力制御部１０１は、リモートコントローラ２に
設けられた、感圧センサからなる操作部６２の選択ボタン２１、機能ボタン２２、および
ホームボタン２３のボタンの押圧状態を認識し、認識結果を判定部１０２に供給する。判
定部１０２は、認識結果に基づいて、ユーザによる選択ボタン２１、機能ボタン２２、お
よびホームボタン２３の操作状態を認識する。
【００７３】
　ステップＳ２において、判定部１０２は、入力制御部１０１により認識される操作部６
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２の操作状態に基づいて、コマンドの送信が指示されたか否か、すなわち、実際に、選択
ボタン２１、機能ボタン２２、およびホームボタン２３のボタンが押圧されて、ユーザの
操作により、いずれかのボタン操作によるコマンドの送信が指示されているか否かを判定
する。
【００７４】
　ステップＳ２において、いずれかのコマンドの送信が指示されていると判定された場合
、ステップＳ３において、判定部１０２は、記憶部１０６に記憶されている、アクティブ
状態のテレビ受像機１１の動作状態、すなわち、基本状態、拡大表示状態、ストロボ表示
状態、およびメニュ表示状態のいずれであるかを認識する。尚、多画面テレビジョン受像
機１においては、複数のテレビジョン受像機１１は、それぞれ異なるチャンネルの画像を
表示する基本状態がデフォルトで設定されているため、多画面テレビジョン受像機１から
の情報がない場合、記憶部１０６には、多画面テレビジョン受像機１のテレビジョン受像
機１１－１がアクティブ状態であって、動作状態として基本状態が記憶されている。
【００７５】
　ステップＳ４において、コマンド生成処理が実行され、多画面テレビジョン受像機１へ
のコマンドが生成される。
【００７６】
　ここで、図８のフローチャートを参照して、コマンド生成処理について説明する。
【００７７】
　ステップＳ２１において、判定部１０２は、入力制御部１０１からの情報に基づいて、
動作状態を変更させるコマンドが入力されたか否かを判定する。
【００７８】
　動作状態は、例えば、図９で示されるように変更される。尚、図９においては、動作状
態として、基本状態１５１、拡大表示状態１５２、ストロボ表示状態１５３、およびメニ
ュ表示状態１５４が示されており、それぞれの状態遷移１３１乃至１４３により動作状態
の遷移方向が示されている。
【００７９】
　動作状態は、デフォルトでは、図中の中央で示される基本状態１５１であり、テレビジ
ョン受像機１１－１乃至１１－９がそれぞれ異なるチャンネルを表示しており、デフォル
トでアクティブ状態となっているテレビジョン受像機１１－１の音声が出力されている状
態となる。
【００８０】
　この基本状態１５１から、例えば、拡大表示状態１５２に遷移させる場合、選択ボタン
２１－１乃至２１－９のいずれかと共に、機能ボタン２２－１が同時に押下されるか、ま
たは、機能ボタン２２－１のみが押下されると、状態遷移１３５により、押下された選択
ボタン２１に対応するチャンネル、または、アクティブ状態のテレビジョン受像機１１の
チャンネルが、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９の全てにより拡大して表示され
る。図９の拡大表示状態１５２においては、選択ボタン２１－１と機能ボタン２２－１が
同時に押下された場合が示されている。
【００８１】
　また、基本状態１５１以外のストロボ表示状態１５３またはメニュ画面表示状態１５４
から、拡大表示状態１５２に遷移させる場合、機能ボタン２２－１のみが押下されること
により動作状態がストロボ表示状態１５３からは状態遷移１３６により、また、メニュ表
示状態１５４からは状態遷移１３４により遷移するが、この場合、チャンネルは、それま
でに選択されていた、すなわち、アクティブ状態に設定されているテレビジョン受像機１
１のチャンネルとされる。
【００８２】
　また、基本状態１５１からストロボ表示状態１５３に移行させる場合、選択ボタン２１
－１乃至２１－９のいずれかと共に、機能ボタン２２－２が同時に押下されると、状態遷
移１３８により、押下された選択ボタン２１に対応するチャンネルが、テレビジョン受像
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機１１－１乃至１１－９の全てにより所定時間だけ遅延されて順次表示される。図９のス
トロボ表示状態１５３においては、選択ボタン２１－１と機能ボタン２２－２が同時に押
下された場合が示されている。
【００８３】
　さらに、基本状態１５１以外の拡大表示状態１５２またはメニュ画面表示状態１５４に
おいて、ストロボ表示状態１５３に遷移させる場合、単に、機能ボタン２２－２が押下さ
れることにより動作状態が拡大表示状態１５２からは状態遷移１３９により、また、メニ
ュ表示状態１５４からは状態遷移１３７により遷移するが、この場合、チャンネルは、そ
れまでに選択されていた、すなわち、アクティブ状態に設定されているテレビジョン受像
機１１のチャンネルとされる。
【００８４】
　また、基本状態１５１からメニュ表示状態１５４に移行させる場合、選択ボタン２１－
１乃至２１－９のいずれかと共に、機能ボタン２２－３が同時に押下されると、状態遷移
１４１により、押下された選択ボタン２１に対応するテレビジョン受像機１１のメニュ画
面が、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９のディスプレイ４５の全てにより表示さ
れる。図９のメニュ画面表示状態１５４においては、選択ボタン２１－１と機能ボタン２
２－３が同時に押下された場合が示されている。
【００８５】
　さらに、基本状態１５１以外の拡大表示状態１５２またはストロボ表示状態１５３にお
いて、メニュ表示状態１５４に移行させる場合、単に、機能ボタン２２－３が押下される
ことにより動作状態が拡大表示状態１５２からは状態遷移１４０により、また、ストロボ
表示状態１５３からは状態遷移１４２により遷移するが、この場合、メニュ画面は、それ
までに選択されていた、すなわち、アクティブ状態に設定されているテレビジョン受像機
１１を設定するためのものとされる。
【００８６】
　また、拡大表示状態１５２、ストロボ表示状態１５３、およびメニュ表示状態１５４よ
り基本状態１５１に移行させる場合、選択ボタン２１－１乃至２１－９のいずれかと共に
、ホームボタン２３が同時に押下されるか、または、ホームボタン２３のみが押下される
と、状態遷移１３１乃至１３３により、押下された選択ボタン２１に対応するテレビジョ
ン受像機１１のチャンネルか、または、それまでアクティブ状態のテレビジョン受像機１
１のチャンネルのみの音声が出力される。
【００８７】
　さらに、基本状態１５１において、アクティブ状態ではないテレビジョン受像機１１に
対応する選択ボタン２１－１乃至２１－９のいずれかのみが押下されると、状態遷移１４
３により、再び基本状態１５１に戻り、その際、新たなテレビジョン受像機１１がアクテ
ィブ状態にされる。
【００８８】
　従って、ステップＳ２１においては、いずれかの機能ボタン２２もしくはホームボタン
２３のみが押下されるか、または、いずれかの選択ボタン２１および機能ボタン２２が同
時に押下されたとき、動作状態を遷移させるコマンドが指示されたと判定し、判定部１０
２は、動作状態を遷移させるコマンドを生成するように生成部１０３に指令する。
【００８９】
　ステップＳ２２において、生成部１０３は、指令を受けた状態遷移させるコマンドを生
成し、送信制御部１０４に供給する。
【００９０】
　ステップＳ２１において、動作状態を遷移させるコマンドが指示されていないと判定さ
れた場合、ステップＳ２３において、判定部１０２は、現在の動作状態が基本状態である
か否かを判定する。
【００９１】
　ステップＳ２３において、現在の動作状態が基本状態であると判定された場合、すなわ
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ち、今現在の状態が基本状態であって、選択ボタン２１－１乃至２１－９のいずれかのみ
が押下されたと判定された場合、ステップＳ２４において、判定部１０２は、選択ボタン
２１－１乃至２１－９のいずれか選択されたテレビジョン受像機１１をアクティブ状態に
設定し、アクティブ状態のテレビジョン受像機１１のみの音声を出力させるコマンドを生
成部１０３に生成させる。このとき、生成部１０３は、選択ボタン２１により選択された
テレビジョン受像機１１をアクティブ状態にして、音声を出力させるコマンドを生成し、
送信制御部１０４に供給する。
【００９２】
　ステップＳ２３において、基本状態ではないと判定された場合、ステップＳ２５におい
て、判定部１０２は、現在の動作状態が拡大表示状態であるか否かを判定する。
【００９３】
　ステップＳ２５において、現在の動作状態が拡大表示状態であると判定された場合、す
なわち、今現在の状態が拡大表示状態であって、選択ボタン２１－１乃至２１－９のいず
れかのみが押下されたと判定された場合、ステップＳ２６において、判定部１０２は、選
択ボタン２１－１乃至２１－９のいずれか選択されたテレビジョン受像機１１で表示され
ている拡大画像を、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９の全体で拡大して表示する
コマンドを生成部１０３に生成させる。このとき、生成部１０３は、選択ボタン２１－１
乃至２１－９のいずれか選択されたテレビジョン受像機１１で表示されている拡大画像を
、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９の全体でさらに拡大して表示するコマンドを
生成し、送信制御部１０４に供給する。
【００９４】
　ステップＳ２５において、拡大表示状態ではないと判定された場合、ステップＳ２７に
おいて、判定部１０２は、現在の動作状態がストロボ表示状態であるか否かを判定する。
【００９５】
　ステップＳ２７において、現在の動作状態がストロボ表示状態であると判定された場合
、すなわち、今現在の状態がストロボ表示状態であって、選択ボタン２１－１乃至２１－
９のいずれかのみが押下されたと判定された場合、ステップＳ２８において、判定部１０
２は、選択ボタン２１－１乃至２１－９に対応して遅延時間を変更してストロボ表示させ
るコマンドを生成部１０３に生成させる。このとき、生成部１０３は、選択ボタン２１－
１乃至２１－９に対応して、遅延時間を変更して、ストロボ表示されるようにするコマン
ドを生成し、送信制御部１０４に供給する。
【００９６】
　すなわち、ストロボ表示画像は、例えば、テレビジョン受像機１１－１が最初に所定の
チャンネルの静止画を表示すると、所定の時間だけ遅延したタイミングで、テレビジョン
受像機１１－２が、所定のチャンネルにおける所定の時間だけ遅延したタイミングの静止
画を表示し、テレビジョン受像機１１－３が、さらに所定のチャンネルにおける所定の時
間だけ遅延したタイミングの静止画を表示するといった表示を、テレビジョン受像機１１
－４乃至１１－９に対して順次実行し、テレビジョン受像機１１－９において、所定のチ
ャンネルの静止画が表示された後、さらに所定の時間が経過すると、再びテレビジョン受
像機１１－１において、そのタイミングにおける静止画を表示するという処理を繰り返す
ものである。
【００９７】
　ここでは、例えば、選択ボタン２１－１が操作されたときは、次の静止画が表示される
までの所定の時間を１秒とし、選択ボタン２１－２が操作されたときは、次の静止画が表
示されるまでの所定の時間を２秒とし、選択ボタン２１－３が操作されたときは、次の静
止画が表示されるまでの所定の時間を３秒とするといったように、選択ボタンに応じて、
ストロボ表示の間隔を設定する。このようにすることで、ストロボ表示状態における表示
タイミングを変更させる。
【００９８】
　ステップＳ２７において、ストロボ表示状態ではないと判定された場合、すなわち、基
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本状態でも、拡大表示状態でも、ストロボ表示状態でもないので、現在の動作状態がメニ
ュ表示状態であると判定されることになり、その処理は、ステップＳ２９に進む。
【００９９】
　ステップＳ２９において、判定部１０２は、選択ボタン２１－１乃至２１－９に対応し
てメニュ画面内のカーソルを移動させるコマンドを生成部１０３に生成させる。このとき
、生成部１０３は、選択ボタン２１－１乃至２１－９に対応して、メニュ画面内のカーソ
ルを移動させるようにするコマンドを生成し、送信制御部１０４に供給する。
【０１００】
　以上の処理により、選択ボタン２１－１乃至２１－９による動作状態に応じて、切り換
えるといった操作をすることなく、同一の選択ボタン２１－１乃至２１－９を操作するだ
けで、動作状態に応じて、異なるコマンドを生成することが可能となり、結果として、動
作状態に応じた操作ごとに操作ボタンを増やすといったことをすることなく、簡単な操作
で、複数の機能を備えた多画面テレビジョン受像機を容易に操作することが可能となる。
【０１０１】
　ここで、図７のフローチャートの説明に戻る。
【０１０２】
　ステップＳ５において、送信制御部１０４は、ステップＳ４の処理で生成したコマンド
を発光部６６を発光させて、多画面テレビジョン受像機１に送信する。リモートコントロ
ーラ２から送信されるコマンドは、後述するテレビジョン受像機１１より送信されてくる
コマンドと同様の構成であり、例えば、図１０で示されるように、先頭ビットからスター
トビット１８１、識別コード１８２、およびコマンドコード１８３から構成されている。
スタートビット１８１は、データの先頭位置を示すものであり、識別コード１８２は、リ
モートコントローラ２またはテレビジョン受像機１１を識別するコードである。さらに、
コマンドコード１８３は、リモートコントローラ２より送信されるコマンドの場合、テレ
ビジョン受像機１１に対して実際に実行を要求するコマンドを識別するコードであり、テ
レビジョン受像機１１より送信されるコマンドの場合、テレビジョン受像機１１の動作状
態を示すコマンドを識別するコードである。
【０１０３】
　一方、ステップＳ２において、コマンドの送信が指示されていないと判定された場合、
ステップＳ６において、受信制御部１０５は、受光部６７を制御して、多画面テレビジョ
ン受像機１の発光部１３が発光することにより、コマンドを送信してきたか否かを判定し
、送信されてきていないと判定された場合、その処理は、ステップＳ１に戻る。すなわち
、リモートコントローラ２が操作されること無く、コマンドの送信が指示されず、かつ、
多画面テレビジョン受像機１よりコマンドが送信されてきていないと判定された場合、ス
テップＳ１，Ｓ２，Ｓ６の処理が繰り返される。
【０１０４】
　ステップＳ６において、多画面テレビジョン受像機１の発光部１２よりコマンドが送信
されてきたと判定された場合、ステップＳ７において、受信制御部１０５は、受光部６７
を制御して、送信されてきた光信号に基づいて、コマンドを受信し、そのコマンドに記録
されているテレビジョン受像機１１の動作状態の情報を読み出し、記憶部１０６に記憶さ
せる。
【０１０５】
　ステップＳ８において、点灯制御部１０７は、記憶部１０６に記憶されているテレビジ
ョン受像機１１の動作状態に応じて、対応する選択ボタン２１に内蔵されたLED６９を制
御して、所定の照明を点灯させる。例えば、テレビジョン受像機１１より送信されてくる
コマンドは、アクティブ状態のテレビジョン受像機１１より送信されてくるので、識別コ
ード１８２に基づいて、テレビジョン受像機１１に対応する選択ボタン２１のLED６９を
発光させることで、現在どのテレビジョン受像機１１がアクティブ状態であるのかを識別
することができる。また、コマンドコードに基づいて、複数の選択ボタン２１のLED６９
の発光パターンを変えて発光させることで、動作状態を識別することができる。
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【０１０６】
　以上の処理により、多画面テレビジョン受像機１のテレビジョン受像機１１の動作に対
応して、LED６９を発光させるようにすることができる。結果として、リモートコントロ
ーラ２の選択ボタン２１に設けられたLED６９の発光パターンを見るだけで、多画面テレ
ビジョン受像機１の動作状態またはアクティブ状態のテレビジョン受像機１１を認識する
ことが可能となる。
【０１０７】
　次に、図１１のフローチャートを参照して、多画面テレビジョン受像機１のそれぞれの
テレビジョン受像機１１による表示処理について説明する。
【０１０８】
　ステップＳ４１において、受信コマンド認識部８１は、受光部１２によりリモートコン
トローラ２の発光部６６より発光された光信号により送信されてきたコマンドが受信され
たか否かを判定し、受信されるまで、その処理が繰り返される。
【０１０９】
　例えば、図７のフローチャートを参照して説明したステップＳ５の処理により、リモー
トコントローラ２よりコマンドが送信されてきた場合、ステップＳ４１において、コマン
ドが受信されたと判定され、その処理は、ステップＳ４２に進む。
【０１１０】
　ステップＳ４２において、受信コマンド認識部８１は、送信されてきたコマンドが、動
作状態を遷移させるコマンドか否かを判定する。
【０１１１】
　ステップＳ４２において、例えば、図８のステップＳ２２の処理により生成された動作
状態を遷移させるコマンドであった場合、ステップＳ４３において、受信コマンド認識部
８１は、動作状態を遷移させると共に、遷移した動作状態の情報を状態認識部９２に供給
する。従って、このとき、状態認識部９２は、遷移先となる動作状態を認識する。
【０１１２】
　ステップＳ４２において、動作状態を遷移させるコマンドではないと判定された場合、
ステップＳ４３の処理は、スキップされることになる。
【０１１３】
　ステップＳ４４において、受信コマンド認識部８１は、基本状態のコマンドであるか否
かを判定する。例えば、送信されてきたコマンドが、図８のフローチャートにおけるステ
ップＳ２４の処理で生成されたコマンドであった場合、基本状態のコマンドであると判定
され、ステップＳ４５において、基本状態コマンド処理が実行される。
【０１１４】
　ここで、図１２を参照して、基本状態コマンド処理について説明する。
【０１１５】
　ステップＳ６１において、受信コマンド認識部８１は、自らがアクティブであることを
示すコマンドであるか否かを判定する。例えば、ステップＳ２４の処理において、選択ボ
タン２１－４が操作される場合、対応するテレビジョン受像機１１－４の受信コマンド認
識部８１は、自らがアクティブであることを示すコマンドであると判定し、ステップＳ６
２において、自らの状態をアクティブにして、自らのチューナ制御部８２を制御して、自
らのチューナ８３により受信される放送信号を画像生成部８４および音声生成部８７に供
給する。画像生成部８４は、放送信号から画像信号を生成し、画像変換部８５に供給する
。画像変換部８５は、供給された画像信号に基づいて、テレビジョン受像機１１－４のデ
ィスプレイ４５に表示可能な画像を表示する。
【０１１６】
　ステップＳ６３において、受信コマンド認識部８１は、音声生成部８７を制御して、供
給された放送信号から音声信号を生成させ、音声出力制御部８８を介してスピーカ４７か
ら音声として出力させる。
【０１１７】
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　一方、例えば、ステップＳ２４の処理において、選択ボタン２１－４が操作される場合
、対応するテレビジョン受像機１１－４を除くテレビジョン受像機１１－１乃至１１－３
および１１－５乃至１１－９の受信コマンド認識部８１は、自らがアクティブであること
を示すコマンドではないと判定し、ステップＳ６４において、自らの状態を非アクティブ
にして、自らのチューナ制御部８２を制御して、自らのチューナ８３により受信される放
送信号を画像生成部８４および音声生成部８７に供給する。画像生成部８４は、放送信号
から画像信号を生成し、画像変換部８５に供給する。画像変換部８５は、供給された画像
信号に基づいて、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－３および１１－５乃至１１－９
のディスプレイ４５に表示可能な画像を表示する。
【０１１８】
　ステップＳ６５において、受信コマンド認識部８１は、音声生成部８７を制御して、供
給された放送信号から音声信号の生成を停止させ、音声出力制御部８８を介したスピーカ
４７からの音声の出力を停止させる。
【０１１９】
　すなわち、以上の処理により、図１３で示されるように、リモートコントローラ２の選
択ボタン２１－４に対応するテレビジョン受像機１１－４は、画像と共に音声がスピーカ
４７より出力されることになるが、その他のテレビジョン受像機１１においては、画像は
出力されるものの、音声が出力されないことになる。結果として、基本状態において、ア
クティブ状態に設定されたテレビジョン受像機１１の音声のみが出力されることになる。
また、このとき、後述するコマンド送信処理により、テレビジョン受像機１１－４からの
コマンドにより、上述した図７のフローチャートにおけるステップＳ８の処理により、図
１３で示されるように、選択ボタン２１－４に対応するLEDが発光することになるので、
選択ボタン２１－４に対応するテレビジョン受像機１１－４がアクティブ状態であること
を容易に認識させることが可能となる。
【０１２０】
　ここで、図１１のフローチャートの説明に戻る。
【０１２１】
　ステップＳ４４において、基本状態のコマンドではないと判定された場合、ステップＳ
４６において、受信コマンド認識部８１は、拡大表示状態のコマンドであるか否かを判定
する。例えば、送信されてきたコマンドが、図８のフローチャートにおけるステップＳ２
６の処理で生成されたコマンドであった場合、拡大表示状態のコマンドであると判定され
、ステップＳ４７において、拡大表示状態コマンド処理が実行される。
【０１２２】
　ここで、図１４を参照して、拡大表示状態コマンド処理について説明する。
【０１２３】
　ステップＳ８１において、受信コマンド認識部８１は、自らがアクティブであることを
示すコマンドであるか否かを判定する。例えば、ステップＳ２６の処理において、選択ボ
タン２１－４が操作される場合、対応するテレビジョン受像機１１－４以外のテレビジョ
ン受像機１１－１乃至１１－３、および１１－５乃至１１－９の受信コマンド認識部８１
は、自らがアクティブではないことを示すコマンドであると判定し、ステップＳ８２にお
いて、チューナ制御部８２を制御して、チューナ８３のチャンネルをアクティブ状態とな
っているテレビジョン受像機１１－４のチャンネルに変更する。すなわち、この処理によ
り、全てのテレビジョン受像機１１が、テレビジョン受像機１１－４のチャンネルと同一
のチャンネルに変更される。
【０１２４】
　一方、自らがアクティブ状態である場合、対応するテレビジョン受像機１１－４は、既
に、自らのチャンネルに設定されているので、ステップＳ８２の処理は、スキップされる
。
【０１２５】
　ステップＳ８３において、受信コマンド認識部８１は、画像変換部８５を制御して、自
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らのテレビジョン受像機１１の多画面テレビジョン受像機１における位置関係から、表示
すべき画像の中心位置と拡大倍率を設定する。すなわち、例えば、テレビジョン受像機１
１－５においては、多画面テレビジョン受像機１における中心位置であるので、画像変換
部８５は、自らのディスプレイ４５の中心位置の画像を３倍に拡大した画像を、中心位置
に合わせて表示するように設定することになる。
【０１２６】
　一方、例えば、テレビジョン受像機１１－３においては、多画面テレビジョン受像機１
における右上であるので、画像変換部８５は、自らのディスプレイ４５の右上の水平方向
にも垂直方向にも１／３の範囲の画像を、それぞれ３倍に拡大した画像を、中心位置に合
わせて表示するように設定することになる。
【０１２７】
　ステップＳ８４において、画像変換部８５は、チューナ８３より供給された放送信号に
基づいて、画像生成部８４により生成された画像信号のうち、それぞれの位置に対応した
領域の画像を拡大して表示する。
【０１２８】
　すなわち、以上の処理により、リモートコントローラ２の選択ボタン２１を特に拡大表
示表示専用のモードに切り換えることなく、リモートコントローラ２の選択ボタン２１に
対応する選択されたテレビジョン受像機１１の画像が、図９の左上部の拡大表示状態１５
２で示されるように、全てのテレビジョン受像機１１－１乃至１１－９を１枚のディスプ
レイとして拡大して表示することが可能となると共に、リモートコントローラ２により容
易に拡大する位置を選択することが可能となる。
【０１２９】
　図１１のフローチャートの説明に戻る。
【０１３０】
　ステップＳ４６において、拡大表示状態のコマンドではないと判定された場合、ステッ
プＳ４８において、受信コマンド認識部８１は、ストロボ表示状態のコマンドであるか否
かを判定する。例えば、送信されてきたコマンドが、図８のフローチャートにおけるステ
ップＳ２８の処理で生成されたコマンドであった場合、ストロボ表示状態のコマンドであ
ると判定され、ステップＳ４９において、ストロボ表示状態コマンド処理が実行される。
【０１３１】
　ここで、図１５を参照して、ストロボ表示状態コマンド処理について説明する。
【０１３２】
　ステップＳ９１において、受信コマンド認識部８１は、自らがアクティブであることを
示すコマンドであるか否かを判定する。例えば、ステップＳ２８の処理において、選択ボ
タン２１－４が操作される場合、対応するテレビジョン受像機１１－４以外のテレビジョ
ン受像機１１－１乃至１１－３、および１１－５乃至１１－９の受信コマンド認識部８１
は、自らがアクティブではないことを示すコマンドであると判定し、ステップＳ９２にお
いて、チューナ制御部８２を制御して、チューナ８３のチャンネルをアクティブ状態とな
っているテレビジョン受像機１１－４のチャンネルに変更する。すなわち、この処理によ
り、全てのテレビジョン受像機１１が、テレビジョン受像機１１－４のチャンネルと同一
のチャンネルに変更される。
【０１３３】
　一方、自らがアクティブ状態である場合、対応するテレビジョン受像機１１－４は、既
に、自らのチャンネルに設定されているので、ステップＳ９２の処理は、スキップされる
。
【０１３４】
　ステップＳ９３において、受信コマンド認識部８１は、画像変換部８５を制御して、選
択ボタン２１の位置に応じた、遅延時間を設定する。
【０１３５】
　ステップＳ９４において、画像変換部８５は、出力タイミング制御部８６からのタイミ
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ング信号に対応して、設定された遅延時間が経過したところで、画像生成部８４より供給
されてくる画像信号に基づいて、スチル画像を生成してディスプレイ４５に表示する。
【０１３６】
　すなわち、以上の処理により、リモートコントローラ２の選択ボタン２１を特にストロ
ボ表示専用のモードに切り換えることなく、押下された選択ボタン２１に対応して設定さ
れる遅延時間が経過した後、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９が順次スチル画像
表示することで、ストロボ表示が可能となると共に、選択ボタン２１を様々に変えること
により遅延時間を変化させて、ストロボ表示させることが可能となる。
【０１３７】
　ここで、図１１のフローチャートの説明に戻る。
【０１３８】
　ステップＳ４８において、ストロボ表示状態のコマンドではないと判定された場合、す
なわち、基本状態のコマンドでも、拡大表示状態のコマンドでも、ストロボ表示状態のコ
マンドでもないため、メニュ表示状態のコマンドであるとみなされ、ステップＳ５０にお
いて、メニュ表示状態コマンド処理が実行される。
【０１３９】
　ここで、図１６を参照して、メニュ表示状態コマンド処理について説明する。
【０１４０】
　ステップＳ１０１において、受信コマンド認識部８１は、自らがアクティブであること
を示すコマンドであるか否かを判定する。例えば、ステップＳ２９の処理において、選択
ボタン２１－４が操作される場合、対応するテレビジョン受像機１１－４以外のテレビジ
ョン受像機１１－１乃至１１－３、および１１－５乃至１１－９の受信コマンド認識部８
１は、自らがアクティブではないことを示すコマンドであると判定し、その処理は、終了
する。
【０１４１】
　一方、ステップＳ１０１において、自らがアクティブ状態である場合、ステップＳ１０
２において、受信コマンド認識部８１は、選択された選択ボタン２１の位置に応じた位置
にカーソルを移動させたとき、カーソルで指定されるメニュがあるか否かを判定する。
【０１４２】
　最初の処理においては、メニュ画面が存在しないので、カーソルで指定されるメニュが
存在しないことになるので、ステップＳ１０４において、受信コマンド認識部８１は、座
標認識部８９に対して、空の情報を供給する。座標表示部８９は、座標情報なしの情報を
メニュ画面生成部９０に供給する。メニュ画面生成部９０は、この座標情報なしの情報を
開始メニュの表示信号と認識し、メニュ画面メモリ９１より、例えば、図１７で示される
ような開始メニュ画面を読み出して、ディスプレイ４５に表示する。図１７においては、
上から選択メニュとして「（Ａ）画質調整」、「（Ｂ）音質調整」、「（Ｃ）ＣＨ設定」
、および「（Ｄ）時刻設定」と表示されており、カーソル２０１を操作することにより、
メニュを選択することができる。
【０１４３】
　カーソル２０１を操作するリモートコントローラ２は、例えば、図１８で示されるよう
に、選択ボタン２１－１乃至２１－９のそれぞれについて、メニュを直接選べるように「
Ａ」，「Ｂ」，・・・「Ｉ」までを割り振るようにしてもよい。また、図１９で示される
ように、選択ボタン２１－１乃至２１－４および２１－６乃至２１－９のそれぞれについ
て、カーソル２０１の移動方向を割り振ることにより、選択ボタン２１－５を決定ボタン
として操作するようにさせても良い。図１９においては、選択ボタン２１－１は、左斜上
方向、選択ボタン２１－２は、真上方向、選択ボタン２１－３は、右斜上方向、選択ボタ
ン２１－４は、左方向、選択ボタン２１－６は、右方向、選択ボタン２１－７は、左斜下
方向、選択ボタン２１－８は、真下方向、選択ボタン２１－９は、右斜下方向にそれぞれ
カーソル２０１を移動させ、選択ボタン２１－５は、決定ボタンとして割り振られるよう
にしてもよい。
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【０１４４】
　さらに、選択ボタン２１－１乃至２１－９は、感圧センサから構成されているため、例
えば、図２０で示されるように、ユーザの指２１１などで、例えば、選択ボタン２１－４
から選択ボタン２１－６方向になぞるようにすることで、各感圧センサが圧力を検知する
順序に基づいて、指２１１の右方向への動きを検出し、この検出された方向に、カーソル
２０１を動かすようにしても良い。
【０１４５】
　ステップＳ１０２において、例えば、上述した図８のフローチャートにおけるステップ
Ｓ２９の処理により、例えば、カーソル２０１が操作され、図１７で示されるように「（
Ｄ）時刻設定」に移動された場合、対応するメニュが存在するので、その処理は、ステッ
プＳ１０３に進む。
【０１４６】
　ステップＳ１０３において、座標認識部８９は、カーソル２０１で指定された座標位置
を認識し、メニュ画面生成部９０に供給する。メニュ画面生成部９０は、カーソル２０１
の位置に対応した、新たなメニュ画面、すなわち、「（Ｄ）時刻設定」に対応するメニュ
画面をメニュ画面メモリ９１より読み出し、ディスプレイ４５に表示させる。
【０１４７】
　すなわち、以上の処理により、リモートコントローラ２の選択ボタン２１を特にメニュ
画面操作専用のモードに切り換えることなく、押下された選択ボタン２１に対応してカー
ソル２０１を移動させて、各種の設定処理を実行させることが可能となる。
【０１４８】
　次に、図２１のフローチャートを参照して、テレビジョン受像機１１によるリモートコ
ントローラ２へのコマンド送信処理について説明する。
【０１４９】
　ステップＳ１２１において、状態認識部９２は、受信コマンド認識部８１より動作状態
が変化したことを通知されたか否かを判定し、通知されるまで、その処理を繰り返す。例
えば、ステップＳ４３の処理により、動作状態の変化が通知された場合、ステップＳ１２
２において、状態認識部９２は、自らのテレビジョン受像機１１がアクティブであるか否
かを判定し、アクティブではない場合、その処理は、ステップＳ１２１に戻る。すなわち
、動作状態が変化しない、またはアクティブ状態ではない場合、ステップＳ１２１，Ｓ１
２２の処理が繰り返される。例えば、動作状態が変化し、さらに、アクティブ状態であっ
た場合、ステップＳ１２３において、状態認識部９２は、送信コマンド生成部９３に対し
て今現在の動作状態を通知すると共に、対応する動作状態を通知するコマンドを生成させ
る。
【０１５０】
　ステップＳ１２４において、送信コマンド生成部９３は、生成した今現在のテレビジョ
ン受像機１１の動作状態を示すコマンドを発光部１３を制御して、送信する。
【０１５１】
　以上の処理により、上述した図７のフローチャートにおけるステップＳ７の処理で、リ
モートコントローラ２において動作状態が記憶され、さらに、ステップＳ８において、そ
の動作状態の種類により、または、選択されたアクティブなテレビジョン受像機１１の位
置により、対応する選択ボタン２１のLEDを発光させることになる。
【０１５２】
　また、この処理により、リモートコントローラ２は、多画面テレビジョン受像機１の動
作状態を記憶することができ、結果として、この情報に基づいて、基本状態、拡大表示状
態、ストロボ表示状態、またはメニュ表示状態のいずれかを認識することができるので、
ユーザが、選択ボタン２１の機能を、複数の動作状態に対応して切り換えるといった操作
をすることなく、複数の動作状態に対応して切替えて操作が可能となり、操作ボタンを増
やすことなく多画面テレビジョン受像機１をリモートコントローラ２で容易に操作するこ
とが可能となる。
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【０１５３】
　尚、以上においては、選択ボタン２１が選択された位置に応じて、対応する位置のLED
６９を発光させる例について説明してきてが、例えば、図２２で示されるように、動作状
態に応じて、LEDで発光する色を変えるようにしても良い。
【０１５４】
　以上においては、多画面テレビジョン受像機１とリモートコントローラ２とが相互にコ
マンドを授受できる場合について説明してきたが、例えば、図２３で示されるように、リ
モートコントローラ３０２から多画面テレビジョン受像機３０１に対してのみコマンドを
送信できるような構成であってもよく。この場合、図２４で示されるように、切替スイッ
チ３２１を設けるようにすることで、選択ボタン２１の機能を切替えられるようにする。
　
【０１５５】
　図２３においては、リモートコントローラ３０２からのコマンドを受光する受光部３１
２が設けられ、受光部３１２で受光されたコマンドに基づいて、テレビジョン受像機３１
１－１乃至３１１－９が動作する。図２３の多画面テレビジョン受像機３０１のテレビジ
ョン受像機３１１は、発光部１３に対応する構成が削除されている以外は、図１の多画面
テレビジョン受像機１におけるテレビジョン受像機１１と同様の機能を備えている。また
、リモートコントローラ３０２は、図２４で示されるように、切替スイッチ３２１が設け
られている以外は、図１のリモートコントローラ２と同様の機能を備えている。
【０１５６】
　切替スイッチ３２１は、水平方向に左右の２段階にスライドするスイッチであり、例え
ば、左側にスライドされた状態のとき、選択ボタン２１－１乃至２１－９は、対応するテ
レビジョン受像機３１１－１乃至３１１－９のいずれかをアクティブ状態に切替えるボタ
ンとして機能する。一方、切替スイッチ３２１が右側にスライドされたとき、選択ボタン
２１－１乃至２１－９は、機能ボタン２１の操作に連動して、動作状態を切替え、例えば
、拡大表示状態のとき、拡大するテレビジョン受像機３１１－１乃至３１１－９のいずれ
かを選択するボタンとして機能し、ストロボ表示状態のとき、拡大するテレビジョン受像
機３１１－１乃至３１１－９のいずれかにより遅延時間を選択するボタンとして機能し、
メニュ表示状態のとき、メニュ画面におけるカーソルを移動させるボタンとして機能する
。
【０１５７】
　尚、各種の動作については、多画面テレビジョン受像機３０１からリモートコントロー
ラ３０２に対してコマンドを送信する処理以外は同様であるので、その説明は省略する。
【０１５８】
　また、以上においては、動作状態として、基本状態、拡大表示状態、ストロボ表示状態
、およびメニュ表示状態の４つの動作状態に遷移する例について説明してきたが、それ以
外の動作状態を設けるようにしてもよく、例えば、スライドショ表示状態などを設けるよ
うにしても良い。スライドショとは、放送信号により配信されてきたストリーム画像など
におけるシーンチェンジ部分を検出し、シーンチェンジのタイミングにおけるスチル画像
を、テレビジョン受像機１１－１乃至１１－９に順次表示させるものである。
【０１５９】
　以上によれば、多画面テレビジョン受像機をリモートコントローラにより容易に操作す
ることが可能となる。
【０１６０】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウエア
により実行させることもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行させる場合には、
そのソフトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコン
ピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行する
ことが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からインストール
される。
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【０１６１】
　図２５は、図１，図２３の多画面テレビジョン受像機１，３０１およびリモートコント
ローラ２，３０２の電気的な内部構成をソフトウェアにより実現する場合のパーソナルコ
ンピュータの一実施の形態の構成を示している。パーソナルコンピュータのCPU５０１は
、パーソナルコンピュータの全体の動作を制御する。また、CPU５０１は、バス５０４お
よび入出力インタフェース５０５を介してユーザからキーボードやマウスなどからなる入
力部５０６から指令が入力されると、それに対応してROM(Read Only Memory)５０２に格
納されているプログラムを実行する。あるいはまた、CPU５０１は、ドライブ５１０に接
続された磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、または半導体メモリを含むリムー
バルメディア５１１から読み出され、記憶部５０８にインストールされたプログラムを、
RAM(Random Access Memory)５０３にロードして実行する。これにより、上述した図１，
図２３の状態遷移プログラム編集装置１の機能が、ソフトウェアにより実現されている。
さらに、CPU５０１は、通信部５０９を制御して、外部と通信し、データの授受を実行す
る。
【０１６２】
　コンピュータにインストールされ、コンピュータによって実行可能な状態とされるプロ
グラムを格納する記録媒体は、図２５に示すように、磁気ディスク（フレキシブルディス
クを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory),DVD(Digital Versat
ile Disc)を含む）、光磁気ディスクを含む）、もしくは半導体メモリなどよりなるパッ
ケージメディアであるリムーバブルメディア５１１、または、プログラムが一時的もしく
は永続的に格納されるROM５０２や、記憶部５０８を構成するハードディスクなどにより
構成される。記録媒体へのプログラムの格納は、必要に応じてルータ、モデムなどのイン
タフェースである通信部５０９を介して、ローカルエリアネットワーク、インターネット
、デジタル衛星放送といった、有線または無線の通信媒体を利用して行われる。
【０１６３】
　なお、本明細書において、記録媒体に格納されるプログラムを記述するステップは、記
載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１６４】
　また、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０１６５】
　さらに、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表
すものである。
【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】本発明を適用した多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステムの一
実施の形態の構成を示す図である。
【図２】図１の多画面テレビジョン受像機のハードウェアの一実施の形態の構成を示す図
である。
【図３】図１のテレビジョン受像機のハードウェアの一実施の形態の構成を示す図である
。
【図４】図１のリモートコントローラのハードウェアの一実施の形態の構成を示す図であ
る。
【図５】図３のテレビジョン受像機により実現される機能の一実施の形態の構成を示す図
である。
【図６】図４のリモートコントローラにより実現される機能の一実施の形態の構成である
。
【図７】リモートコントローラ制御処理を説明するフローチャートである。
【図８】コマンド生成処理を説明するフローチャートである。
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【図９】動作状態の状態遷移を説明する図である。
【図１０】リモートコントローラ２から送信されるコマンドの構成を説明する図である。
【図１１】テレビジョン受像機による表示処理を説明するフローチャートである。
【図１２】基本状態コマンド処理を説明するフローチャートである。
【図１３】基本状態コマンド処理を説明する図である。
【図１４】拡大表示状態コマンド処理を説明するフローチャートである。
【図１５】ストロボ表示状態コマンド処理を説明するフローチャートである。
【図１６】メニュ表示状態コマンド処理を説明するフローチャートである。
【図１７】メニュ画面を説明する図である。
【図１８】メニュ表示状態におけるリモートコントローラの選択ボタンの機能の例を説明
する図である。
【図１９】メニュ表示状態におけるリモートコントローラの選択ボタンの機能のその他の
例を説明する図である。
【図２０】メニュ表示状態におけるリモートコントローラの選択ボタンの機能のさらにそ
の他の例を説明する図である。
【図２１】コマンド送信処理を説明するフローチャートである。
【図２２】リモートコントローラの選択ボタンに設けられたLEDの発光色を動作状態に応
じて変化させる例を示す図である。
【図２３】本発明を適用した多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステムの
他の構成を示す図である。
【図２４】図２３の多画面テレビジョン受像機リモートコントロールシステムにおけるリ
モートコントローラの構成例を示す図である。
【図２５】記録媒体を説明する図である。
【符号の説明】
【０１６７】
　１　多画面テレビジョン受像機，　２　リモートコントローラ，１１　テレビジョン受
像機，　１２　受光部，　１３　発光部，　２１，２１－１乃至２１－９　選択ボタン，
　２２，２２－１乃至２２－５　機能ボタン，　２３　ホームボタン，　８１　受信コマ
ンド認識部，　１０２　判定部，　１０３　生成部，　１０５　受信制御部，　１０６　
記憶部，　１０７　点灯制御部
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【図１６】

【図１７】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】 【図２５】
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